
成田市水道事業運営審議会概要 

１．開催日時 

  平成２３年８月１９日（金） 午後３時～午後５時 

２．開催場所 

  成田市花崎町７６０番地 

  成田市役所議会棟３階第３委員会室 

３．出席者 

（委員） 

岩舘委員、内山委員、金杉委員、小泉委員、高木委員、宮崎委員 

 （事務局） 

  遠藤水道部長、中村業務課長、川嶋業務課主幹、長瀧業務課主査、福島業務課主査、

萩原工務課主幹、伊藤工務課副主幹 

４．議題 

(１) 水道事業運営審議会会長、副会長の選任 

５．報告事項 

  （1）成田市の水道の概要について 

  （2）平成２３年度の主要事業について 

６．議事 

   任期満了により委員の改選が行われたため、成田市水道事業運営審議会設置条例に

基づき委員互選により会長及び副会長の選任を行いました。その結果、会長には内山

委員が推薦され全員一致で選出されました。また、副会長には、岩舘委員が推薦され

全員一致で選出されました。 

   次に報告事項として、事務局より説明が行われました。 

   その際に表明された主な意見は、次のとおりです。 

  Q 水道水の放射能測定を行っていますか。 

  Ａ 成田市は井戸水と印旛広域水道から受水（購入している水）の２種類の水があり 

ます。地震発生後に原子力発電所の事故があり、受水している印旛広域水道水から 

検出されました。この受水につきましては、浄水をしているところで管理を行って 

おります。成田市水道では受水している配水場で、更に測定を行っております。 

 また、井戸水につきましては井戸から汲み上げた原水と、それを浄水したものの 

測定を行っております。測定値につきましては、受水（購入している水）から基準 

値以下ではありましたが検出されました。その後、受水の浄水場でも検出されなく 

なりました。そして井戸水につきましては、原子力発電所事故後も一切検出されて 

おりません。 

 現在の測定の状況は、県営水道につきましては毎日行っております。市営水道の 

地下水につきましては、一週間に一回、場所を変えて測定を行っておりますが、ど 



ちらも検出されておりません。 

Q 拡張事業をしていく中で低い加入率の増加を図るために、どのよう取組をしている

のか。 

  Ａ 本管を引く段階では、５０％以上確約があるということで、配水菅を布設するの

ですけれど、接続の段階になると３０％ぐらいになってしまいます。今後は、拡張

事業を精査し、事前の段階で６０％以上の確約を得られてから工事を進めたい。 

    また、昨年から実際に工事を発注する前に、職員が各戸を訪問し接続してくれる

かどうかを確認してから、工事発注を行っております。 

７．傍聴 

 （1）傍聴者 

    ３人 

８．次回開催日時 

  未定 

 

 


